
12
月
３
日
、
第
４
回
定
例
議

会
を
前
に
議
員
全
員
協
議
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。
市
当
局
か
ら

南
中
郷
工
業
団
地
へ
の
企
業
誘

致
に
関
連
し
て
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
す
で
に
誘

致
が
決
ま
っ
て
い
る
メ
タ
ル
チ
ッ

ク
㈱
の
工
事
着
手
が
、
当
初
予

定
の
今
年
10
月
か
ら
１
年
間
延

期
さ
れ
、
平
成
23
年
２
月
の
操

業
を
め
ざ
す
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
㈱
日
新
化
学
（
本
社
・

八
王
子
市
）
が
11
月
17
日
に
県

開
発
公
社
と
土
地
購
入
で
調
印

し
ま
し
た
が
、
土
地
を
購
入
で

き
し
だ
い
と
し
て
い
た
着
工
計

画
は
延
期
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

市
で
は
「
今
後
と
も
県
開
発

公
社
に
た
い
し
て
、
企
業
の
誘

致
は
南
中
郷
工
業
団
地
を
最
優

先
す
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
」

と
し
て
い
ま
す
。

花
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

に
感
謝
し
、
ま
た
北
茨
城
市
の

観
光
資
源
を
う
ら
や
む
？
記
事

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
み
つ
け
ま

し
た
。
左
は
、

日
本
共
産
党
小

美
玉
市
議
の
福
島
ヤ
ヨ
ヒ
さ
ん

の
ブ
ロ
グ
か
ら
の
転
載
で
す
。
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ガイドボランティア

小美玉市美野里地区のボラン

ティア連絡協議会の研修で、北

茨城市の花園神社に行き、ガイ

ドボランティアさんとの交流を

兼ねた案内を受けてきました。総勢26名で行っ

てきましたが、３人のガイドさん、丁寧な説明

に寒さも忘れ聞き入ってしまいました。

花園神社は標高500ｍ位のところにあって、も

う少し山奥ではすでに雪が降ったとか。同じ茨

城県でも随分違うものですね。周りの景色は名

残の紅葉でまだまだ見ごたえ十分、１週間前は

それは見事だったとか。

やはり歴史ある建物

はそれだけで存在価値

があるというもの。我

が小美玉市にはこういっ

た類のものが実に少な

い。観光資源のない所

に人を寄せるのはなか

なか難しいものです。

小美玉市にはそれがな

いだけに、たとえ茨城

空港ができて、飛行機

が飛んだとしても留ま

る人は少ないだろうね

え。

北茨城市観光ボラン

ティアの皆様ありがと

うございました。

本紙のバックナンバーはインターネットで ご覧いただけます。 http://www.jcp-ktib.com/ 北茨城民報で検索できます。

酒
が
恋
し
い
季
節
に
な
っ
た
。
私

は
普
段
、
焼
酎
の
お
湯
割
り
だ
が
、

肌
寒
い
季
節
に
な
る
と
、
た
ま
に
は

日
本
酒
の
熱
燗
で
一
杯
や
り
た
い
気

分
に
な
る
。
歌
人
の
俵
万
智
さ
ん
は
、

愛
く
る
し
い
顔
に
似
合
わ
ず
、
相
当

の
酒
豪
ら
し
い
。
あ
る
新
聞
に
2
年

以
上
に
わ
た
っ
て
毎
週
、
「
百
人
一

酒
」
と
い
う
酒
に
ま
つ
わ
る
エ
ッ

セ
ー
を
連
載
し
て
い
た
。
そ
の

な
か
で
彼
女
は
「
良
質
の
酒
は
、

水
で
割
っ
て
も
味
が
く
ず
れ
な

い
」
と
述
べ
、
そ
の
代
表
格
が

新
潟
の
銘
酒
「
越
乃
寒
梅
」
だ

と
紹
介
し
て
い
る
。
実
際
、
こ

の
銘
酒
は
水
割
、
ロ
ッ
ク
、
お

湯
割
り
と
何
で
あ
ろ
う
が
、
実

に
美
味
し
い
ら
し
い
。
し
か
し
、

一
般
的
な
酒
は
、
水
で
割
っ
た

ら
、
ま
ず
く
て
飲
め
た
も
の
で

は
な
い
と
い
う
。
す
ぐ
底
が
割

れ
て
メ
ッ
キ
が
剥
が
れ
て
し
ま

う
ら
し
い
。

人
間
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
し
て
責

任
あ
る
立
場
で
な
け
れ
ば
、
多
少
と

も
格
好
を
付
け
て
意
気
が
っ
て
暴
言

を
吐
い
て
も
、
さ
ほ
ど
気
に
も
留
め

ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
一
度
そ
れ
な

り
の
地
位
に
つ
く
な
り
、
そ
う
し
た

性
格
や
失
言
癖
が
決
定
的
な
弱
点
と

し
て
露
呈
し
、
底
の
浅
い
人
間
で
あ

る
こ
と
が
見
透
か
さ
れ
て
し
ま
う
。

い
わ
ば
「
そ
の
器
で
は
な
い
」
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
る
。
麻
生
首
相
は
そ
の
典
型
で
あ

ろ
う
。

就
任
わ
ず
か
2
ヶ
月
で
、
「
医
師

は
一
般
常
識
が
欠
落
し
て
い
る
」

「
あ
ん
な
や
つ
ら
の
医
療
費
を
払
う

気
に
な
れ
な
い
」
等
々
・
・
ど

う
に
も
失
言
が
止
ら
な
い
。
テ

レ
ビ
で
は
各
評
論
家
が
「
あ
き

れ
て
も
の
が
言
え
な
い
」
と
、

笑
う
に
笑
え
な
い
批
評
を
し
て

い
る
。
自
民
党
内
で
も
公
然
と

首
相
に
反
旗
を
ひ
る
が
え
す
議

員
が
出
始
め
て
い
る
。
も
は
や

政
権
の
末
期
症
状
で
あ
る
こ
と

は
、
誰
の
目
に
も
確
か
だ
ろ
う
。

「
Ｋ
（
空
気
が
）
Ｙ
（
読
め

な
い
）
」
は
安
倍
元
首
相
と
福
田

前
首
相
の
代
名
詞
だ
っ
た
が
麻

生
首
相
は
「
新
Ｋ
Ｙ
」
首
相
と

呼
ば
れ
て
い
る
。
「
Ｋ
（
漢
字

が
）
Ｙ
（
読
め
な
い
）
」「
Ｋ

（
経
済
も
）
Ｙ
（
よ
く
知
ら
な
い
）
」

と
の
こ
と
ら
し
い
。
師
走
を
む
か
え

景
気
の
悪
化
は
想
像
以
上
の
も
の
が

あ
る
。
麻
生
氏
は
毎
晩
の
よ
う
に
高

級
バ
ー
に
通
っ
て
迷
走
に
ふ
け
っ
て

い
る
よ
う
だ
が
、
私
に
は
麻
生
氏
の

「
Ｋ
（
感
覚
が
）
Ｙ
（
よ
く
理
解
で

き
な
い
）
」
。

日本共産党北茨城市議団は、12月２日、市長に対して、

2009年度予算要求をおこないました。(２面に全文）

投機マネーの暴走や世界的な経済不安から、国内景気

のいっそうの悪化が懸念されているもとで、市議団は

「こういう時期だからこそ、市民の暮らし応援の政策に

力を注ぐべき」と要望し、市立病院の充実、国保証取り

上げの改善、国保料の軽減、また地場産業の活性化など

について懇談しました。

豊田市長は、市立病院について「医師確保に奔走し、

常勤医師も何人か獲得できているが、きびしい経営状態

が続く。存続のために奮闘していきたい」と述べました。

第
４
回
定
例
市
議

会
が
12
月
３
日
に
開

会
し
ま
し
た
。
一
般

質
問
は
12
月
９
日
で

す
。
通
告
は
７
名
で

日
本
共
産
党
市
議
団

の
質
問
予
定
項
目
は

次
の
と
お
り
で
す
。

○

福
田
明
（
２
番
目
）

・
市
内
で
の
雇
用
、
経
営
実
態

・
子
ど
も
の
保
険
証
、
介
護
保
険

料
の
改
定
、
国
保
税

・
五
浦
地
区
に
つ
い
て
の
市
長
の

会
見
記
事

○

鈴
木
や
す
子
（
７
番
目
）

・
経
済
対
策
に
つ
い
て
の
見
解

・
安
全
・
安
心
の
街
づ
く
り

・
後
期
高
齢
制
度
の
滞
納
実
態

・
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り

http://blog.goo.ne.jp/
yayohi841 から
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アメリカの金融危機に端を発した

世界的な経済危機が叫ばれる中で、

国内の景気のいっそうの悪化が懸念

されています。すでに大企業などを

中心に派遣などの非正規雇用労働者

の大量解雇が相次いで発表されてい

ます。また、中小零細企業は仕事量

の減少、単価の切下げが押しつけら

れ、年を越せるかどうかの瀬戸際に

追い込まれています。燃油・資材等

の高騰は農漁業・建設業にも深刻な

影響を与えています。

しかし、政府は「100年に一度の

経済危機」といいながら、先日発表

した追加経済対策では、選挙目当て

の「バラまき」と批判が強い「定額

給付金」や大企業・大資産家への減

税が中心で、有効な景気対策が示せ

ず迷走を続けているのが実態です。

こうした中で、地方自治体が住民

の暮らしと福祉の向上をはかるとい

う自治体本来の使命と役割を発揮す

ることが今ほど強く求められている

時はありません。

予算の使い方をよりいっそう、く

らし、福祉、生活、環境重視型に切

り替えることで、中小企業の仕事や

雇用を増やし、地域経済の立て直し

をはかるべきです。

地方自治の原点にたち、市民の付

託と期待にこたえる来年度予算編成

と施策をおこなうよう、市当局に対

し、以下の要求を行なうものです。

● 暮らし

1．市立病院の医師確保に努め、充

実した医療と経営の安定をはかる。

特に脳外科、整形外科の充実をはか

ること。

2．後期高齢者医療制度の見直しを

国・県に求めること。

3．低所得者にたいする国保税並び

に介護保険料・利用料の減額、免除

制度を確立すること。

4．国保会計への一般会計からの繰

入を増額し、耐え難い国保税の軽減

をはかる。また、国に対して国庫負

担の割合を元に戻すよう働きかける

こと。

5．国保税の滞納を理由にしての資

格証明書や短期保険証の発行をやめ、

加入者全員に正規の保険証を交付す

ること。特に幼児・児童・生徒のい

る世帯については早急に改善するこ

と。

6．税金の滞納者への対応は、本人

の生活実態を調査し、充分な話合い

をしたうえで行うこと。生存の自由

が脅かされるような強引な取立てや

差押えは止めること。

7．上下水道料、使用料、手数料な

ど各種公共料金の値上げは行なわな

いこと。

8．誰もが安心して介護サービスが

受けられるよう、地域包括支援セン

ターの充実など予防・介護基盤のいっ

そうの充実に努めること。

9．障害者自立支援法に伴う本人１

割負担の軽減策をはかる。また、国・

県に対して障害者自立支援法の見直

しを働きかけること。

10．乳幼児医療費の無料化制度につ

いては、小学校入学前まで、また小

学校卒業までの引き上げをはかり、

将来的には義務教育終了まで無料化

を拡充すること。

11．妊婦検診の回数増をはかること。

12．インフルエンザ注射への助成枠

を全市民に拡大して行なうこと。

13．難病患者見舞金の増額・拡充を

はかること。

14．保健師を増員し充実した予防行

政を行なうこと。

15．配食サービスの回数増をはかる

こと。

16．深刻な不況の中、ハローワーク

等の関連機関と協力して、市民の雇

用確保のために全力をあげる。地元

企業の新卒採用に際しては、地元高

校生を優先するようはたらきかける。

行政による就職支援の相談業務の充

実をはかること。

17．パート職員の待遇の改善をはか

ること。最低賃金の引き上げを国・

県に働きかけること。

18．いわき市などで実施されている

住宅リフォーム資金助成制度を設け、

地域経済の活性化をはかること。

19．小規模工事希望者登録制度をも

うけること。

20．南中郷工業団地、及び中郷工業

団地への企業誘致を積極的に推進す

る。その際、無公害の企業を最優先

にすること。

21．シルバー人材センターの会員が

増えています。仕事の確保に行政が

支援をつよめること。

22．市内の農業、林業、漁業、水産

加工業などの地場産業の振興につと

め、地域でとれた産品の地域内での

消費を促進すること。

23．創設された地産地消協議会の議

論を広く旺盛にすすめる。減反政策

の見直しの一環として、食の安全と

環境に配慮した「有機農業」を推進

すること。

24．燃油・資材などの高騰から地場

産業をまもるため、市独自の支援策

を講じつつ、国・県の対策をひきだ

すこと。

25．ＪＲ列車の高萩駅止まりを大津

港駅まで延長させるよう、関係機関

に働きかけること。

26．磯原駅、大津港駅に特急列車の

利用者専用の駐車場の確保に努める

こと。

● 教 育

27．中学校新入学生徒へのカバンを

無料支給すること。

28．子どもたちを犯罪から守るため

に、通学路の総点検及び学校内の安

全対策に万全を期すこと。県の事業

補助を増やすよう要望すること。

29．学校の新築及び改築計画を策定

し、子ども達の教育環境の充実に努

めること。

30．学級編成は、本市としても小中

学校を３０人学級に編成し、教育の

充実に努めること。

31．教育予算を増額し父母負担の軽

減をはかること。

32．市立図書館の蔵書を充実させる

ため、図書購入費の増額をはかる。

時間延長と祝・祭日の開館を行うこ

と。

33．市立の保育園、幼稚園の統廃合

や民間委託は、父母や住民の合意が

得られない場合は実行しないこと。

34．「放課後子どもプラン」実施に

あたり、学童保育所の充実・調整を

はかり、子どもたちの成長を保障す

ること。

35．学校プールの開放について父母

任せにしないで、市としての支援策

をつよめること。

36．地元産の米や野菜及び水産加工

物等を学校給食に供給し、一層の充

実をはかること。

37．学校給食のセンター方式から自

校方式に切換えるよう検討すること。

38．市民プールの利用については、

小・中学生への無料化をはかること。

39．市民ふれあいセンターの改修後、

多様な催しを行えるよう積極的な活

用をはかること。

● 生活環境

40．市防災計画を見直し、原子力災

害に際して充実をはかること。

41．ヨウ素剤を全戸及び保育園、幼

稚園、小中学校に常備すること。

42．急傾斜地の整備を早急に行うよ

う県に働きかけること。

43．ゴミの資源化、減量化を促進す

る。生ゴミの資源化をはかること。

44．環境保護条例や水源保護条例を

創り、水と緑の保護、自然環境を守

るために力を注ぐこと。

45．不法投棄や悪臭・騒音などの公

害に対する監視を強め、住民の生活

環境を守ること。

46．大北川及び花園川等の中州の浚

渫(取払い)を行なうこと。

47．生活道路の整備に努めると同時

に、危険箇所の調査・改修に努める

こと。

48．産業廃棄物処理場の拡張・新設

を認めず、他県からのゴミの持ち込

みを規制すること。

49．磯原駅西への交番の設置を関係

機関にはたらきかけること。

50．磯原駅東口にトイレを設置する

こと。

51．工場及び家庭におけるゴミの焼

却を抑制するよう啓蒙をはかること。

52．大北川・花園川や里根川など市

内河川の浄化のため、市民への啓蒙

をはかり、憩いの場としての活用を

はかること。

53．北浜(向う州か)のハマヒルガオ

の群生地を保護すること。

● 行財政

54．市の「行革」においては市民に

直結する福祉、暮らしに関わる予算

の削減は行なわないこと。

55．市債の低金利のものへの借り換

え、及び繰り上げ償還を行ない利払

いの軽減をはかること。

56．市長交際費の支出内容の公開を

はかること。

57．議員の公費による海外視察は原

則的には中止すること。

58．職員採用にあたっては、厳正．

公正をつらぬく。パート職員や属託

職員の採用にあたっても公募で募集

すること。

59．すべての審議会、懇談会などに

住民参加を徹底し原則公開とするこ

と。

60．公共事業の入札の透明性．公開

性を先進地に学んでさらに徹底し、

談合の防止に努めること。

61．情報公開条例の運用の推進をは

かり、市民に開かれたガラス張りの

市政運営を行なうこと。

62．核兵器廃絶平和宣言都市にふさ

わしい平和事業を実施し、その予算

措置をとること。

北茨城市長 豊田 稔 殿 2008年12月２日

日本共産党北茨城市議団

市議会議員 福田 明

市議会議員 鈴木康子

２００９年度 予算要求書


